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医療的ケア児の保育に必要な書類（参考資料） 
 

医療的ケア児の疾患等については多種多様であり、疾患が重複している場合があるなど、個々

の状態についても大きな違いがあります。 

医療的ケア児の受け入れが決定した後は、保護者や主治医から十分に情報収集を行い、医師か

らの指示や各種情報に基づいて、必要書類を準備していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各種書類の活用方法について  

 

資料 １  個別状況票（例：糖尿病） 

資料 ２  児童の対応記録票（例：糖尿病） 

資料 ３  主な 1日の生活の流れ 

資料 ４  医療的ケア 物品確認表（例：糖尿病） 

資料 ５  医療的ケア 健康観察日誌（例：糖尿病） 

資料 ６  医療的ケア 手技・手順表（例：糖尿病） 

資料 ７  保護者との引継ぎ連絡帳 

資料 ８  個別緊急時対応表（例：糖尿病） 

資料 ９   災害時の対応 
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各種書類の活用方法について 
 
 

書類名 活用方法 

資料１ 

（Ｐ72） 
個別状況票 

・医療的ケア児の受入れにあたり、こどもの状況を保育所が把握し、職員

間で情報を共有するために使用します。 

資料２ 

（Ｐ74） 

児童の 

対応記録票 

・入所以降に医療的ケア児に関して行った対応（保護者面談、主治医面

談、嘱託医との連携、区保健福祉センター等関係機関との対応 等）や

保護者との確認事項、健康状態の経過や集団保育での状況等も含めて、

経過を継続的に記録します。 

 

・保護者、主治医、嘱託医、及び医療的ケア児と関わる全ての保育所職員

が、安全かつ円滑な対応をするために活用します。 

 

・経時的な記録は、嘱託医との連携や主治医面談時に、医師が指示内容を

判断する指標ともなります。気になることや状態に変化があった場合な

ど、対応した時間も含め具体的に対応内容を記録します。また、保育所

での会議等において、配慮内容を検討する時にも活用します。 

資料３ 

（Ｐ76） 

主な 1日の 

生活の流れ 

・保育所での生活や活動と、主治医から具体的に受けた指示内容を照らし

合わせ、１日の活動の流れに応じた医療的ケアのタイミングを考慮して

作成します。 

 

・各種行事や所外活動等については、医療的ケア児だけではなく、集団を

含めて安全な保育ができるよう配慮をするため、時間の流れに沿った活

動計画を作成します。 

資料４ 

（Ｐ77） 

医療的ケア 

物品確認表 

・日々の医療的ケアに必要な物品は、原則、毎日持参し持ち帰ってもらう

ため、医療的ケア対応に支障が出ないよう、登降所時に必要物品の不備

がないかを保護者と職員で確認するときに使用します。 

資料５ 

（Ｐ78） 

医療的ケア 

健康観察日誌 

・保育中の医療的ケア児の状態や、各種測定数値（血糖値、血中酸素飽和

度等）は、医師が指示内容を判断する際に基準ともなるので、対応した

時間や具体的な内容も含め記録します。 

 

・測定数値等の各種記録については、主治医連携の際にも活用します。 

資料６ 

（Ｐ79） 

医療的ケア 

手技・手順表 

・主治医から具体的に受けた指示に基づいて、実際に行う医療的ケアの手

順を複数職員で確認できる様式を作成します。 

資料７ 

（Ｐ80） 

保護者との 

引継ぎ連絡帳 

・家庭と保育所の情報共有は、行き違いを防ぐため口頭ではなく書面とし

て残します。 

・家庭での健康状態と医療的ケア状況、保育所での健康状態と医療的ケア

状況、保育所での様子や、集団との関わりについて、保護者と保育所で

情報を共有します。 
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書類名 活用方法 

資料７ 

（Ｐ80） 

保護者との 

引継ぎ連絡帳 

・保育の内容も含め、連絡事項は連絡帳に記録し、保護者に引き継ぎ、家

庭からの情報は、健康状況に応じた保育計画、医療的ケア対応に役立て

ます。 

資料８ 

（Ｐ81） 

個別緊急時 

対応表 

・病状の急変時の対応について、主治医と保護者に確認した内容に基づい

て、速やかな対応ができるように対応表を作成します。 

 

・行事や所外保育においても緊急事態を想定する必要があるため、その都

度、内容の確認や必要に応じて作成についても検討します。 

資料９ 

（Ｐ82） 

災害時の 

対応表 

・災害発生時を想定したフロー図やチェックリスト等を作成します。 

 

・主治医や保護者と連絡先や避難先、引き渡し方法、必要な物品等を検討

し、認識合わせを行い作成します。内容については職員間で共有します。 
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資料 １ 個別状況票（例：糖尿病）                       （表面） 
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                                        （裏面） 
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資料 ２ 児童の対応記録票（例：糖尿病）                   （表面） 
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                                          （裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



- 76 - 

 

資料 ３ 主な 1日の生活の流れ                         
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資料 ４ 医療的ケア 物品確認表（例：糖尿病）                 
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資料 ５ 医療的ケア 健康観察日誌（例：糖尿病）                
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資料 ６ 医療的ケア 手技・手順表（例：糖尿病）                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  月  日 

 注射前の準備 

１ 手を洗いましたか？   

２ インスリンの名前や種類はあっていますか？   

３ 指示された単位数ですか？   

４ 指示された注射時間（タイミング）ですか？   

５ 注射に必要なものの準備はしましたか？   

 インスリンの準備 

６ 
懸濁した製剤の場合、10 回以上注入器（キット）を前後に転がし、さらに

10回以上ゆっくり上下に振りましたか？ 

  

注射針の取り付け 

７ ゴム栓をアルコール綿で消毒しましたか？   

８ 注射針を正しく注入器（キット）に取り付けられましたか？   

 空打ち 

９ 空打ちは毎回実施していますか？   

10 （○→）を表示させた後、矢印の方向に引っ張り「０」を表示させましたか？   

11 単位設定ダイアルを回して 2 単位の設定ができましたか？   

12 3～4 回はじいて、空気を上に集めましたか？   

13 針先を上に向けたまま注入ボタンを最後まで押しましたか？   

14 インスリンが出ることを確認しましたか？   

 単位の設定 

15 単位設定ダイアルを回して注入単位の設定ができましたか？   

 注射 

16 注入する場所をアルコール綿で消毒しましたか？   

17 注入ボタンは最後まで押しましたか？   

18 注入ボタンを押したまま、6 秒以上おいてから針を抜きましたか？   

 後片付け 

19 注射後、注射針は正しく外せましたか？   

20 決められた方法で注射針を捨てましたか？   
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資料 ７ 保護者との引継ぎ連絡帳                        
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資料 ８ 個別緊急時対応表（例：糖尿病）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急時の対応 

血糖測定実施 

意識あり 

血糖値：

70mg/dl 以上 

血糖値：
100mg/dl 以上
であれば、低血
糖症状に注意し 
て観察する 

意識あり 

血糖値：

70mg/dl 未満 

低血糖時指示 
(※別紙参照)に 
従い、ブドウ糖
摂取などの対応 
を行う 

低血糖時指示の
対応を行う中で
意識レベル低下
などがあれば、
保護者に連絡の
上、救急搬送を 
行う 

口腔内 

（頬や舌下）に 

ブドウ糖を塗り 

付ける 

低血糖による意
識レベル低下が
考えられるため
保護者に連絡の
上、救急搬送を 
行う 

意識レベル低下 

血糖値：

70mg/dl 未満 

・呼びかけに 
反応しない 

・意識がない 
・呼吸なし 

周りの職員に 
知らせ 

応援要請する 

・心肺蘇生を開始 
・救急要請 

・AED 準備 
・保護者に連絡 

ガイドラインに
従い、救急隊の
到着まで、心肺
蘇生を継続する 

・意識がない状態で発見した場合、

発見者が心肺蘇生を開始する 

・職員の内 1 人は記録係となり行

った処置等を時系列に記録する 

・保育士と看護師が連携し、声を

出し合いながら処置を行う 

低血糖症状 

あり 

・心肺蘇生開始後、人員が確保でき

血糖測定が可能な状況であれば、

看護師が血糖測定を行う 

・血糖値が 70mg/dl未満であれば

口腔内にブドウ糖を塗り付ける 

緊急連絡先 

①母（携帯）○○○―○○○○―○○○○ 

②父（携帯）△△△―△△△△―△△△△ 

③父（職場）××××株式会社 

      □□―□□□□―□□□□ 

④母（職場）＊＊＊＊株式会社 

      ※※―※※※※―※※※※ 

かかりつけ医 

＊＊＊＊病院 ▼▼―▼▼▼▼―▼▼▼▼ 

主治医：小児科 ●● ●●医師 
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資料９ 災害時対応表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立保育所（公設置公営）における 

医療的ケア児受入れに関するガイドライン 

 

発行 大阪市こども青少年局保育施策部保育所運営課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


